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ご
存
知
で
し
た
か
…
Ｐ

扶
養
控
除
廃
止
・減
額
と
い
う
増
税
Ｈ

手
当
支
給
の
裏
で
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
つ
た
事
実
Ｈ

皆
さ
ん
ご
存
知
で
し

た
か
…
Ｐ

所
得
税
の
扶
養
控
除

額
が
、
平
成
２３
年
分
か

ら
変
更
に
な

っ
て
い
た

こ
と
を
…
。

具
体
的
に
は
、
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
の

扶
養
控
除
額
３８
万
円
の

廃
止
と
、

１６
歳
以
上
１９

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

扶
養
控
除
額
６３
万
円
が

３８
万
円
に
減
額
で
す
。

中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
に
は
、
子
ど
も
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

事
が
廃
止
理
由
で
す
し
、

‐６
歳
以
上
１９
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

高
校
授
業
料
の
無
償
化

が
減
額
理
由
で
す
。

所
得
税
率
は
課
税
給

与
所
得
金
額
に
よ

つ
て

５
～
４０
％
で
す
か
ら
、

中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
１
人
に
つ
き
５
％
で

も
１
万
９
千
円
、

１０
％

で
は
３
万
８
千
円
の
増

税
で
す
し
、

１６
歳
以
上

‐９
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

１
人
に
つ
き
５
％
で
も

１
万
２
千

５００
円
、

１０
％

で
は
２
万
５
千
円
の
増

税
で
す
。

更
に
平
成
２４
年
か
ら

は
、
住
民
税
の
扶
養
控

除
額
が
、
所
得
税
と
同

様
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
の
、
住
民
税
の
扶

養
控
除
額
３３
万
円
の
廃

止
と
、

１６
歳
以
上
１９
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
の
住

民
税
の
扶
養
控
除
額
４５

万
円
が
３３
万
円
に
減
額

で
す
。

住
民
税
率
は
、　
一
律

で
１０
％
で
す
か
ら
、
中

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

１
人
に
つ
き
３
万
３
千

円
、

１６
歳
以
上
１９
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
１
人
に

つ
き
１
万
２
千
円
の
増

税
で
す
。

子
ど
も
手
当
満
額
の

月
額
２
万
６
千
円
は
、

交
差
点
で
Ｕ
タ
ー
ン

（転
回
）
す
る
場
合
、

右
矢
印
信
号
で
行
う
と

信
号
無
視
で
検
挙
さ
れ

ま
す
。
右
下

（屈
折
）

矢
印
信
号
で
Ｕ
タ
ー
ン

す
る
の
が
、
正
し
い
方

法
で
す
。
で
も
、
ほ
と

ん
ど
の
交
差
点
に
は
、

右
矢
印
信
号
し
か
設
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

実
質
的
に
は
右
矢
印

信
号
で
Ｕ
タ
ー
ン
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
Ｕ
タ
ー
ン

禁
止
場
所
で
は
な
く
て

も
、
交
差
点
で
は
Ｕ
タ
ー

遠
い
昔
の
話
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
平

成
２３
年
の
子
ど
も
手
当

支
給
額
は
、
３
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
で
１
人
１６

万
２
千
円
、
３
歳
以
上

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
で
１
人
１４
万
７
千
円
、

平
成
２４
年
の
支
給
額
は
、

３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

で
１
人
１８
万
円
、
３
歳

以
上
中
学
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
で
１
人
１２
万
円

で
す
。

こ
れ
で
は
、
子
ど
も

手
当
が
支
給
さ
れ
て
も
、

ま
る
で
子
ど
も
手
当
か

ら
税
金
を
払

っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
が
し
て
、

と
て
も
素
直
に
喜
ぶ
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
…
ｐ
¨

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
の
に

「信
号
無
視
違
反
」
の
不
思
議
Ｐ

信
号
機
表
示
の
違
い
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
Ｈ

ン
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
方
も
い
る
こ
と
で
し
よ

ンうノ。右
矢
印
信
号
で
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
も
検
挙
さ
れ
な

い
条
件
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
右
矢
印
信

号
点
灯
前
の
ハ
青
信
号

点
灯
時
に
停
止
線
を
越

え
て
、
交
差
点
内
に
進

入
し
て
い
る
事
で
す
。

で
も
、
青
信
号
の
点

灯
し
な
い
、
赤
信
号
の

点
灯
と
矢
印
の
点
灯
を

組
み
合
わ
せ
た
信
号
機

で
は
、
右
記
の
条
件
を

ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
交
差
点
で
は
、
原
則

的
に
は
、

２４
時
間
Ｕ
タ
ー

ン
禁
止
な
の
だ
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。

（日
比

谷
通
り
大
手
町
交
差
点

の
Ｕ
タ
ー
ン
禁
止
標
識

は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
っ
）

「自
交

・
Ｋ

ｍ
」
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
Ａ
Ｔ
Ｕ
共
済
申

請
の
、
ワ
ー
ス
ト
ー
は

信
号
無
視
違
反
で
す
。

大
切
な
商
売
道
具
の

免
許
証
で
す
か
ら
、
く

れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま

し
よ
ンつ
。

【風
来
末
】

将
来
の
不
安
は
、
将

来
を
イ
メ
ー
ジ
出
来
な

い
事
が
原
因
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
？

私
の
パ
ソ

コ
と

ア
ス

ク
の
前
に

‐００
年
カ
レ
ン

ダ
ー
が
貼

っ
て
あ
り
ま

す
。２

０
０
１
年
か
ら
、

２
１
０
０
年
ま
で
の
カ

レ
ン
ダ
ー
で
す
。

ど
ん
な
に
長
生
き
し

て
も
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
ど
こ
か
で
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定

を
書
き
込
む
事
が
あ
り

・ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
希

望
が
あ
り
ま
す
。
予
定

日
ま
で
は
生
き
て
い
る

事
が
前
提
で
す
。

予
定
は
希
望
に
繋
が

り
ま
す
。
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
の
時
、
津
波

で
全
て
流
さ
れ
、
カ
レ

ン
ダ
ー
も
無
く
な

っ
た
。

被
災
後
支
援
物
質
が

色

々
届
い
た
が
、
カ
レ

ン
ダ
ー
は
嬉
し
か

っ
た

と
言
う
話
を
聞
い
た
事

が
あ
り
ま
す
。

何
月
何
日
に
何
を
す

る
か
は
、
生
き
る
糧
で

あ
り
、
希
望
だ
と
思
い

ま
す
。

貴
方

の
カ
レ
ン
ダ
ー

に

「
し
る
し
」
は
あ
り

ま
す
か
？

‐０
年
カ
レ
ン
ダ
ー
の

「じ
る
し
」
は
命
日
に

成
り
そ
う
な
の
で
お
勧

め
出
来
ま
せ
ん
。

１
月
は
行
く
、
２
月

は
逃
げ
る
、
３
月
は
去

る
で
す
。
　

　

（破
人
）
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ｈ
労
働
組
合
の
年
初
行
事
を
行
い
ま
し
た

２
０
１
２
年

旗
開
き
開
催
Ｈ

去
る
１
月

１７
日

・

‐８
日
の
２
日
間
、
台

東
支
部
事
務
所
に
於

い
て

「
２
０
１
２
年

旗
開
き
」
を
、

２
日

間
合
計

で
２６
名

の
参

加
者
を
集
め
て
開
催

す
る
こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

来
賓

に
東
京
地
連

副
委
員
長
の
早
川
氏

・

日
本
交
通
労
働
組
合

千
住
支
部
支
部
長

の

吉
永
氏

。
千
住
支
部

書

記
長

の

小
林

氏

・

国
際
自

動

車
閉

城

東

の
岡
本
社

長
を
迎
え
、

新

年

の

ス

タ
ー

ト
を

切

り
ま

し

た
。席

上

の

挨

拶

の
中

で
、

「
銀

座

地

区
自挨拶をされる早川東京地連副委員長

き こ リ ド 前 し 進 除 主 長 た い 題 主
れ と ア ル の て 論

L規
は 岡 て

L規
ば が す を ハ

｀
者 の 制 ¬ 本 触 に 制｀

で る ク 1眼 と 推 解 自 社 れ つ 問

「自
主
規
制
解
除
」
に

向
け
て
、
社
長
と
し
て

主
張
し
て
い
く
考
え
を

披
露
し
ま
し
た
。

「自
主
規
制
解
除
」

は
春
闘
単
組
要
求

・
秋

季
年
末
闘
争
単
組
要
求

と
し
て
、
ず

っ
と
主
張

し
続
け
て
き
た
問
題
で

す
か
ら
、
岡
本
社
長
の

こ
の
発
言
に
は
、

Ｋｍ
労

働
組
合
と
し
て
も
大
い

に
期
待
を
寄
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

20::年度 第2回支副集会

:.開催日

20:2年 2日22日 (水)

2012年 2日23日 (血)

2潤催時間

第 :回 AM。 7:30～ (両日とも)

第2回 AM.:::30～ (両 日とも)

3。開催場所

台東支部 支部顧務所

41講泉

書闘単組要求(提案)集約

諸問題(営業・車輌・職場・その他)集約

その他

歓談しながら料理・飲料に手が伸びる組合員

村上静香不当解雇裁判

第8回最終弁論

東京地方裁判所 619号法廷 (6F)

2月 28日 10:15～

多数の皆さんの傍聴支援

宜しくお願いします !!


